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] . はじめに 

企業内において 研究開発組織は 益々規模が大きくなりつつあ る。 また、 社会の多様化と 
ともに、 多くの技術を 総合させたシステムを 対象として研究開発がなされるケースが 増大 

しており、 研究開発組織の 中には多様な 専門分野の研究開発者が 存在している。 そのよう 
な組織では、 組織内の共通認識としての 研究開発目標をどのように 設定するか、 共同作業 

をどのように 行ってゆくか、 また、 共同作業にどのようにやる 気を出して取り 組むか、 と 

いうことが課題となる。 特に、 研究開発組織には 高い独創性を 持つことが望まれており、 

どのような研究開発目標を 設定するかということが、 研究開発業務において 大きな比重を 

持つ課題となる。 

これらの課題を 克服するための 鍵 となるのは、 研究開発組織における 組織的コミュニケ 

一 ション ( 本研究では以下「対話」という。 ) であ る。 

従来、 対話は環境に 対応しつつ、 その都度設定されているものの、 特定の尺度をもって 

設計されているわけではない。 どちらかといえば、 トップやマネジャ 一の意思のみにより 

決定されているという 状況であ る。 研究開発組織が、 企業内部のみならず 社会に対して 有 

効性を持ち、 さらに創造性を 持っためには、 上記の問題を 克服するために、 目標を設定す 

るための組織内及び 紙 織 と外部との対話を 体系的に行 う 必要があ る。 

本研究では、 研究開発組織における「目標設定」に 注目しめ、 それを尺度として 研究開 
発組織の特性と 対話構造に関して 体系的に検討を 行い、 対話を設計する 場合の方向性を 検 

訂 するという試みを 行った。 対話の設計に 関する従来の 研究 ぃ 2) においては、 目標を設定 

するという視点で 検討されている 例はなく、 本研究は新しい 視点を提供するものであ る。 

2 . 研究の枠組み 

研究開発組織では、 研究開発 「・ -.- 目・ 里 空理   星 -               
  目標の遂 7 ラ 

目標を設定する 過程と研究開発           
  

目標を遂行する 過程とが存在す         対話構造       目標の有効性 
る 。 本研究では組織における 目       ・モード   ・ 対 組織 

  

標を設定する 過程を研究対象と         ・レベル   
  

・対人間 
する ( 図 1 )  。       ・参加者   

対話構造とそれをとりまく 対         ・頻度 
  
  

話 環境により、 目標の有効性が               どのように有効な 

決まるという 視点に立ち、 有効 i         目標が引き出せるか 
な 目標を設定する 対話構造とは         対話環境   

  

どのような構造であ 視点から対話構造の るかという 設計の方向             ・研究目的 ・研究九 - ス 。           
性を検討する。       ・組織規模 

  

        ・研究業種 
  
  

    
    
    

研究対象 

図 1  研究の枠組み 
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3 . 対話構造・目標の 有効性・対話環境の 考え方 

3 . ]  対話構造の考え 方 

( 1 ) 対話構造の属性の 考え方 
①対話のモード : 「どの様な場を 通じて対話がなされるか」 

②対話のレベル : 「対話は組織のどの 階層間で行われているか」 

③対話の参加 き     「対話は部門内で 行われるか部門間にわたるか」 

④対話の頻度     「どれくらいの 期間にどれくらいの 回数の対話が 行われるか」 

( 2 ) 対話構造モデルの 考え方 

対話構造の考え 方を踏まえ、 研究開発組織において 図 2 に示す対話構造モデルを 考える   

外部 瞭境   組織内環境 

  

ユーザ 顧客 
営業等 ト @ 部門 

部と   

組織内対話構造   

組織と 
学会 研究者 研究者 

外部の研究者 ( 開発者 )  ( 開発者 ) 

け儂 の剥 禅話 
    造     マ ネ 仝者 果皮 業 業ぴ 所 極 の究   シャ一 
      

  対話 ( 対話の有無、 対話のモード、 対話の頻度 ) 

図 2  対話構造モデル 

3 . 2  目標の有効性の 考え方 

( 1 ) 目標の有効性の 君 え 方 

の対 租億 有効性 : 「目標が組俺や 社会にどのように 有効に機能するか」 

②対人間有効性 : 「目標が組織の 人間にどのように 有効に機能するか」 

( 2 ) 目標の対 租綴 有効性の考え 方の 

①方向性 : 「目標が組健全体として 方向性が的確なものかどうか」 

②水準性     「目標が予想、 される期間で 達成され ぅる 水準のものかどうか」 

③整合性     「目標が従来の 目標尺 ぴ 他の現在の目標に 対し整合し ぅ るかどうか」 

④柔軟性 : 「目標が目標の 見直し・特設定において 柔軟に対応し ぅ るかどうか」 

( 3 ) 目標の対人間有効性の 考え方 ①事業 @ メント誘発性 ( 以下事業誘発性という ) 

    「事業面から 見た場合、 コミットメントを 誘発しうるような 目標かどうか」 

②技術コミットメント 誘発性 ( 以下技術誘発性という ) 

    「技術面からみた 場合、 コミットメントを 誘発しうるような 目標かどうか」 

3 . 3  対話環境の考え 方 

①研究Ⅱ発目的     企業における 研究開発 
②研究開発フェーズ     a) 基礎研究フェーズ、 bU 応用研究フェーズ、 c) 開発フェーズ 

③研究開発案 租     ・ンステム商品 ( 製品の夜合性が 高い ) 

④研究開発 組恩 規模     多くの部・部門が 存在し、 多くの専門領域を 持つ組織。 担当者の 

代表 ( 課長等 ) が日常的に直接会って 会議するのが 難しい規模。 
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4. 対話構造の設計枠組み 

( 1 ) 基本的考え方 ( 仮説 ) 

①研究開発目的、 研究開発フェーズ、 研究開発業種、 研究開発組織規模等の 対話環境に 

より、 研究開発組織において 設定されるべき 目標の有効性 ( 方向性、 水準性、 整合性、 

柔軟性、 事業誘発性、 技術誘発性 ) は変化する。 
②目標のそれぞれの 有効性に対して 有効な対話構造があ り、 対話環境に応じて、 研究開 

発組織において 設定されるべき 目標の有効性に 重み付けを行い、 重み付けした 目標の 

有効性に対して 有効な対話構造を 設定する事が、 有効な対話構造を 設計する事になる。 

( 2 ) 設計の考え方 

研究開発組織での 目標の設定 入力条件 システム 出力結果 
過程は、 図 3 に示すものであ る 

とする。 対話環境 ) 対話構造 ) 目 榛の有効性 

目標設定を考 え る と き 対話 ・研究 7,- ス 。 入力 ・モード 出力 ・ 対 組織 

が 目標の有効性 ( 方向性、 水準 基礎研究 ・レベル 方向性 
性 、 整合性、 柔軟性、 事業誘発 応用研究 ・参加者 水準性 
性 、 技術誘発性 ) の全てに寄与 開発 く ・頻度Ⅰ 整合性 
するような形が 望ましい。 しか 柔軟性 
し 、 組織が大きく、 時間的な制 ・対人間 
約 があ ることから、 全ての対話 事業誘発性 
が 目標の有効性の 全てに寄与す 技術誘発性 
ることは不可能であ り、 研究フェ 

一ズ ( 人力条件 ) に応じて、 有 図 3  研究開発組織での 目標の設定過程 

効な目標設定が 行える対話構造 

を 設定する必要があ る。 具体的には、 図 2 の対話構造モデルに、 下記①②を行 う ことが、 

本研究における 対話構造の設計となる。 
①研究開発フェーズにより、 有効な目標設定に 必要 な 対話の連関を 設定する   

( 対話のレベル、 参加者の検討 ) 

②その対話の 連関には、 目標の有効性を 決める上で適切な 場を設定する。 
( 対話のモードの 検討 ) 

( 3 ) 投 針手順の考え 方 

「目標設定」を 評価尺度として 対話構造を検討するという 考え方から、 対話環境と目標 

の 有効性の関係 ( 各研究開発フェーズではどの 目標有効性が 重要か、 図 3 の入力条件と 出 

力結果の関係、 図 4 の①の関係 ) 及び目標の有効性と 対話構造の関係 ( 目標の有効性を 得 

るにはどの対話構造が 重要か、 図 3 の出力結果とシステムの 関係、 図 4 の②の関係 ) を明 

らかにし、 対話環境に応じた 対話構造のシステムを 設計する ( 図 3 の入力条件とシステム 

の 関係、 図 4 の③を求める ) 。 

入力条件 システム 
入力 出力 

出力結果 

対話環境 対話構造 目標の有効性 

②     
③     

入力条件とシステムの 関係を検討 
① 

士 

対話構造の投計 

図 4  設計手順の考え 方 
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5 . 対話環境 ( 研究開発フェーズ ) と目標の有効性の 関係 ( 図 4 ののの検討 ) 

基礎研究、 応用研究及び 開発における 技術の対象領域と 目標の有効性との 関係を図 5 に 

示す。 また、 研究開発フェーズと 目標の有効性の 関係を表 1 に示す。 研究開発フェーズに 
応じて、 設定される目標に 対して求められる 有効性は変化する。 ここで、 開発フェーズは 、 

①社会システム 化技術 ( 人間社会に技術をどのように 適応させてゆくかに 関係する技術 ) 

②システム具現化技術 ( システムを具現化するための 製造に関係する 技術 ) を区別した。 

技術対象領域 

広 い 
開発 

  システム イヒ ) 

  

水牢性 短期 
長期   

応用研究 整 

( 具現化 ) 
合性 

" 二   
狭い 

  
図 5  基礎研究、 応用研究及び 開発における 技術の対象領域及 び 目標の有効性との 関係 

表 1  研究開発フェーズと 目標の有効性の 曲 係 

  
6. 対話構造と目標の 有効性の関係 ( 図 4 の②の検討   

求められる目標の 有効性とそれを 実現するために 有効であ ると考えられる 対話構造の関 

係の検討例を 表 2 に示す。 

表 2  対話構造と目標の 有効性の関係の 検討 例 

対 組織有効性 対人間有効性 

方向性 水準性 接合性 柔軟性 事業誘発性 技術誘発性 
会話 ( 非公式 ) ム O ム ム ム O 

大会議 O   ム   O   

（， 中 会議 ( 研究組織間 )  （。 ム （ フ 0  ～ 0  %   ム   O         Ⅰ   ハ ㌣ Ⅰ㌣   
注 ) 目標の有効性を 高めるのに 0 : 適している ム : 若干寄与する x : 通していない 

一 83 一 



7 . 対話環境 ( 研究開発フェーズ ) に応じた対話構造の 設計く図 4 の③の検討 ) 

開発フェーズを 何として、 開発 ( 社会システム 化技術 ) に求められる 目標の有効性 ( 目 

標には柔軟性と 事業誘発性を 持っことが求められる ) を考慮して対話構造を 評価すると表 

8 となる。 表 3 の 対 組織有効性と 対人間有効性の 評価を図にプロットすると 図 7 となる。 

対 組織有効性と 対人間有効性の 両方を均等に 重視するとした 場合、 図 7 で右上の象限にあ 

る対話構造が 有効であ り、 対話設計を行う 場合の候補となる。 これらから、 開発における 

対話構造と目標の 有効性を考慮して 対話構造を設計したのが 図 8 であ る。 組織内では小規 

模 ・中規模の会議の 対話、 組織 外 とは顧客モニタ 等の対話を持っことが 必要となる。 

表 3  社会システム 化技術の開発での 目標の有効性と 租は 六対話ほ造の 関係 

封租 は 有効性 対人間有効性 
方向性 水準性 接合性 柔軟性 評価 事業 技術 評価 

小会議   ム ム ⑥ ⑥ O O ⑥ 
会話 ( 非公式 )   A A O O O O ⑥ 
中 会議 ( 開発問 )   ム O   O O O ⑥ 

                                      T   
対 組織有効性 

高 
小会議 中音 営 業 と計 の画 会議   

低 
設計書 パソコン通信会議 

  
大会議 性 

報告書 
パソコン通信メール 

低 

匡 コ ア 社会システム 化技術の開発における 組織内対話構造の 目標有効性 

外部環境 外部対話 は造 組織内環境   他 技術部門 
  
  
  
  

    
      

  

  

    
        
      
  

    

            
  

  

外部素読 究者 ，ノ ー， Ⅱ 一ソ， *, 一 

  1 シス 舶 最善化 I！                                                 
      

異業種の企業                                                                                                                                   マネジャ 
及び研究 き 

      小会議   顧客モニタ、 顧客相談 非公式会話、 研究会 
中 会議 o@" 学会 

図 8  開発粗織の対話構造の 投 計 結果 
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8 . 結論 

基礎研究、 応用研究及び 開発の研究開発フェーズに 応じて、 研究開発組織において 設定 
される目標には 表 4 に示す有効性を 持っことが必要であ る。 

研究開発フェーズに 応じて、 研究開発組織において 設定される目標が 表 4 に示す有効性 
を 持っよ う に対話構造を 設計すると、 表 5 に示す特徴を 持っ対話構造となる。 

表 4  故宅される目標に 望まれる有効性 

研究開発 封租 恩 対人間 
フェーズ 一義 的 二義的 一義的 二義的 
基礎研究 方向性 技術誘発性 
応用研究 水牢性 方向性、 接合性 技術誘発性 事業誘発性 

開発 ( 具現化 ) 整合性 柔軟性 技術誘発性 車 乗 誘発性 
開発 (. ンステム 化 ) 柔軟性 整合性 下柴誘発性 

表 5  対話構造の特徴 

研究開発 
フェーズ 

租 億円 対括 構造 外部との対話構造 

基礎研究 研究者と 牡ゾ Ⅰを含む大会議 研究者が研究会等への 参加 
応用研究 73. ン ・Ⅱを含んだ 中 ・小会議 祐け - ク ? お ゾ Ⅰが 異棄種等 研究会に参加 

開発 他 部門・ i* ゾ Ⅰとの中・小会議 れ トワーク 甘ダ Ⅰが顧客モニタ・ 謂 五等に参加 

9 . あ とがき 

本研究では、 研究開発組織における「目標設定」に 注目し、 それを尺度として 研究開発 
組紙の特性と 対話構造に関して 体系的に検討を 行い、 対話を設計する 場合の方向性を 検討 
するという試みを 行った。 検討結果としては、 本研究による 対話構造の設計方法及び 設計 
結果は、 実際の対話構造の 事例を解釈するのに 有効であ り、 対話構造の設計の 指針を与え 
るものであ ることがわかった。 このようなアプローチにより、 対話構造を設計する 上での 
指針が得られるばかりでなく、 現状の対話構造との 比較検討を行えば、 対話構造の評価が 
できることとなる。 

組織における 対話構造は、 組 窩の特性に合わせた 形で設定する 必要があ ることから、 組 

彼の対話については、 個別事例を調査してケーススタディとして 試論するという 研究がほ 
とんどであ り、 対話構造を設計するという 視点での研究はなかった。 

組機 においては多様な 対話がなされており、 それらをひとまとめにして 設計を行うこと 
に 困難を伴 う ことは明白であ る。 しかし、 本研究を先鞭として、 対話構造を「設計」 し 

「評価」するという 視点で研究が 進みば、 より的確でより 効率的な対話が 持てるようにな 
るのではないかと 考えられる。 
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